
























現在, 超高齢社会の現状には, 大きく 3つの問題があ
る.①急速に進む高齢化,②認知症高齢者の増加,③高齢
者の一人暮らし世帯の増加である.これら現状に対し,
「介護予防」の推進,?認知症ケア」の推進,地域ケア体
制の整備が,高齢者介護に関する施策の柱になっている.
介護予防を重視した施策の中で,認知症予防に向けた地
域の取り組みも始まっている.認知症になっても安心し
て暮らせる地域づくりには,?サポートする人づくり」
「地域に参加できる場所づくり」が必要である.現在,前
橋市では「人づくり」として認知症の人や家族を見守る
ことのできる人,認知症サポーターを養成する講座だけ
でなく,介護予防の知識・実践力を身につけ,地域への働
きかけを行う介護予防サポーターを育成している.介護
予防サポーターは,高齢者を対象としており,自分の暮
らす地域に適した介護予防の取り組みを,自分のことと
して考えながら実践できる良さがある.「場所づくり」と
しては,サロンや自主グループを地域に数多く立ち上げ,
地域活動を行政が支援する体制を作っている.これらの
地域住民主導の地域づくりを通して,医療・介護・地域ケ
アの連携をサポートしたいと考えている.
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